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第
七
回
玉
川
村
民
体
育
祭
は

秋
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
た
十

月
九
日
、
須
釜
小
学
校
に
お
い

て
、
午
前
九
時
花
火
の
合
図
で

須
釜
小
学
生
の
鼓
笛
バ
ソ
ド
に

合
せ
て
、
各
部
落
選
手
の
先
頭

に
は
ブ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
た
区

↑

長
さ
ん
が
立
ち
堂
々
の
入
場
行

進
終
り
、
続
い
て
開
会
式
に
ぅ

つ
り
、
村
長
あ
い
さ
つ
等
が
あ

り
、
今
年
度
よ
り
「
体
育
の
日
」

が
制
定
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て

体
育
指
道
員
二
十
名
に
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
て
開
会
式

を
終
り
、
参
加
者
全
員
に
よ
る

農
民
体
操
を
皮
切
り
に
競
技
に

入
り
、
ア
イ
デ
ア
に
と
ん
だ
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
進
む
に
つ
れ
て
珍

ブ
レ
ー
が
続
出
、
中
で
も
「
お

化
粧
上
手
」
の
競
走
で
は
、
顔

中
が
う
ど
ん
粉
だ
ら
け
と
い
っ

た
美
人
が
と
び
出
し
つ
め
か
け

た
大
観
衆
を
大
い
に
涌
か
し
て

い
た
。
叉
、
北
須
釜
に
永
く
伝

わ
る
乎
鍬
踊
り
、
南
須
釜
と
竜

崎
の
獅
千
舞
が
、
披
露
さ
れ
る

等
、
多
彩
な
出
し
物
に
観
衆
は

こ
≫
l
u
`
 

満
足
そ
う
。

最
後
に
ほ
体
育
祭
最
大
の
呼

び
も
の
大
仮
装
行
列
に
入
れ
ば

でIJ
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
向
を
こ
ら
し
て

§
堕
―
ー
百
名
が
出
場
、
校
庭
い
っ

2
’
~

ば
い
に
く
り
広
げ
ら
れ
大
会
は

ご

ま

さ

に

最

高

潮

に

達

し

、

審

査

，
の
結
果
、
一
位
公
全
国
各
地
の

4
1
 

装
讀
[
[
訳
臼
〗
冒

三
位
合
心
い
出
の
一
年
生
）
役

場
独
身
会
で
し
た
。

競
技
は
総
合
で
一
位
北
須
釜

仮
4

大
Jll

臼
喜
い
戸
｀
バ
い

げ
ら
れ
た
楽
し
い
体
育
祭
も
玉

川
村
万
オ
三
唱
を
声
高
ら
か
に

午
後
四
時
終
了
し
ま
し
た
。

ぎわつた村民体育祭

青
年
学
校
日

青
年
学
校
日
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総

務

課

日
県
政
懇
談
会

．
役
場
二
階
会
議
室

一一日
選
挙
管
理
委
員
会

二

日

臨

時

村

談

会

三

日

文

化

の

日

中
旬
村
有
林
村
有
地
境
測
界
量
（
東
部
）

中

旬

消

防

団

幹

部

会

中

旬

月

例

濫

査

下

旬

消

防

団

秋

季

検

閲

下
旬
市
町
村
民
所
得
推
計
調
査

住

民

課

一

日

乳

児

相

談

目

九
、0
0
~
1――
、
0
0
須
釜
児
童
館

―――-、
0
0
~

一七、
0
0

母
子
セ
ン
ク
ー

五

日

任

婦

検

診九、
0
0
-
-
-
1

―-、
0
0

須
釜
児
童
館

―――-、
0
0
~

一七、
0
0

母
子
セ
ソ
タ
ー

六
日
日
赤
血
液
型
検
査
（
無
料
）

上
旬
イ
ソ
フ
ル
エ
ソ
ザ
予
防
接
種学
校
関
係般

下

旬

仝

一

下
旬
百
日
せ
き
、
ヂ
フ
テ
リ
ア
予
防
接
種

税

務

課

村
内
一
円
家
屋
調
査

産

業

課

一

日

豚

コ

レ

ラ

予

防

注

射

西

部

五
日
県
下
農
業
委
員
大
会

1
0日
豚
コ
レ
ラ
予
防
注
射
東
部

―

―

日

仝

西

部

一

九

日

農

業

委

員

会

支

所

一
九
日
豚
コ
レ
ラ
予
防
注
射
東
部

二
―
日
：

仝
西
部

9

一
〗

――

-0日
仝

東

部

5-.

建

設

課

'9
-

下
旬
須
釜
小
・
中
学
校
完
全
給
食
室
落
成

下
旬
須
釜
中
学
校
及
四
辻
分
校
住
宅
落
成

[

ー

災

害

復

旧

工

事

設

計

教

育

委

員

会

（

公

民

館

）

“．

三

日

部

落

対

抗

婦

人

バ
，レ
ー
大
会

d

＜

須
釜
小
学
校

ヤ[-

上

旬

教

育

委

員

会

、

九

日

：
青

年

学

校

日

畜

．

産

生
活
改
善

-
，六
日

』
ク

二
三
日
第
一
六
回
県
民
芸
大
会
出
場

、

盆
須
釜
念
仏
踊
）
｀
．

ニ
四
日
畜

、

産
●
●

〗

三

0
日

農

業

問

題

、]

ニ
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◇
第
三
回
定
例
会
は
、
去
る
九
月
二
十
九
日
午
前
九
時

◇
よ
り
全
議
員
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
、
提
出
議
案
三

◇
件
、
請
願
書
の
処
理
三
件
を
審
議
し
た
。
開
会
胃
頭

◇
八
番
議
員
よ
り
左
記
項
目
に
つ
い
て
緊
急
曾
問
が
な

◇
さ
れ
、
鋭
く
執
行
部
の
施
政
を
乱
し
注
目
さ
れ
た
。

0
議
会
運
営
に
対
す
る
執
こ
の
緊
急
質
問
に
対
し

行
部
の
考
い
方
に
つ
い
執
行
部
よ
り
責
任
あ
る
答

て

。

弁

が

な

さ

れ

了

承

し

た

。

0
村
有
林
の
管
理
に
う
い
尚
、
本
定
例
会
に
提
案

さ
れ
た
議
案
は
左
記
の
通

゜

'
て
〇
構
造
改
善
事
業
の
完
全
り
決
定
さ
れ
た
。

推
進
方
策
に
つ
い
て
。
議
案
第
二
十
五
号
教
育

0
台
風
二
十
六
号
に
よ
る
委
員
会
季
員
の
任
命
に

災
害
復
旧
に
つ
い
て
。
つ
い
て
（
審
議
未
了
）

0
村
道
維
持
修
繕
に
伴
う
議
案
第
二
十
六
号
福
島
御
承
知
の
と
お
り
十
月

部
落
配
車
に
つ
い
て
。
県
旧
市
町
村
職
員
恩
給
一
日
か
ら
―
二
五

c
c以

0
村
有
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
の
組
合
資
産
管
理
組
合
の
下
の
バ
イ
ク
は
、
自
動
車

利
用
に
つ
い
て
）
規
約
の
一
部
を
改
正
す
損
害
賠
償
保
障
法
が
適
用
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ー
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万
円
以
下
の
罰
金
）
書
や
楔
章
が
盗
ま
れ
た
り

二
、
自
賠
保
険
の
証
明
書
＿

る
規
約
に
つ
い
て
（
原
の
一
部
を
改
正
す
る
条
に
直
接
関
係
あ
る
と
思
わ

案

通

り

議

決

）

例

に

つ

い

て

（

原

案

通

れ

る

点

に

つ

い

て

お

知

ら

を

備

い

つ

け

な

い

（

不

と

な

っ

て

お

り

ま

す

。

紛

失

し

た

と

き

は

再

交

付

も
で
き
ま
す
か
ら
自
賠
保

せ
い
た
し
ま
す
P

携
帯
）
で
バ
イ
ク
を
運
し
た
が
っ
て
バ
イ
ク
は

議

案

第

二

十

七

号

玉

川

り

議

決

）

転
し
た
場
合
（
三
万
円
自
賠
保
険
に
加
入
し
た
証
険
を
契
約
さ
れ
た
と
こ
ろ

以

上

一

、

自

賠

保

険

の

契

約

さ

村
国
民
健
康
保
険
条
例

明
書
を
備
い
つ
け
た
上
椀
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

れ
て
い
な
い
バ
イ
ク
を
以
下
の
罰
金
）
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石
川
警
察
署

三
、
自
賠
保
険
標
章
を
表
章
を
表
示
し
た
も
の
で
な

須
釜
駐
在
所

一

ゞ

イ

ク

こ

自

賠

法

適

用

一

運

転

し

た

場

合

（

六

ヶ

、
バ
イ
ク
け
れ
ば
運
転
で
き
な
い
こ

I

,

＇`・

．

月

以

下

の

徴

役

叉

は

五

示

し

て

い

な

し
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泉
郷
駐
在
所

に

な

り

ま

し

た

。

万

円

以

下

の

罰

金

）

を

運

転

し

た

場

合

（

三

と

に

な

り

ま

し

た

。

証

明

こ
の
法
律
は
ど
の
よ
う

に
規
定
さ
れ
て
い
る
か
、

バ
イ
ク
を
運
転
さ
れ
る
方

屯＝―

-
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111

本
年
は
共
同
募
金
二
十
周
年
に
当
り
十
月
一
日
か
村
で
は
諸
種
の
実
情
か
ら
戸
別
募
金
の
一
本
で
目
課
i

一
ら
十
二
月
末
日
迄
を
共
同
募
金
運
動
期
間
と
し
て
全
の
達
成
に
努
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

i
-

叩
国
で
色
々
の
運
動
が
行
わ
れ
、
募
金
運
動
も
進
め
ら
共
同
募
金
の
持
つ
社
会
的
役
割
に
つ
い
て
は
、
既
111

て
居
ま
す
。
昨
年
度
本
県
の
実
績
額
四
七
、
六
一
に
御
承
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
が
、
民
間
の
福
祉
活
Illl

 

＿
れ
血
五
、
六
―
―

10円
で
此
を
地
域
福
祉
の
た
め
四
六
、
六
動
と
国
家
社
会
に
於
け
る
間
連
の
中
で
、
い
よ
／
＼

ー
四
％
、
社
会
福
祉
施
設
団
体
に
四
三
、
九
五
％
、
運
動
重
要
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
、
又
共
同
皿

:
経
貴
そ
の
他
一

0
、
五

0
％
で
配
分
さ
れ
ま
し
た
。
募
金
運
動
は
民
間
社
会
事
業
の
費
用
に
当
て
る
の
み
＿

で
な
く
、
助
＂

11

本
年
度
募
．
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□

D
口

＿
金
目
標
は
四
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
噂
DODOOODDO

け
合
い
運
動
i

叩
九
、
二

00‘

醐
共
同
券
金
に
御
協
力
下
さ
し
ODDDDD

と
も
云
は
れ

1
1
0
 0
0円
で

00DODODO00DDDDDODODDDODDDODODODDDO00DDDDDDDODDDODDDDDODDDODDDDDDDO0000DDDODDODDDDDDODD00DO000000DO00

る
通
り
社
会
叩

了
福
祉
に
四
工
工
0000000000
手
を
つ
な
げ
0000
大
き
な
輪
に
な
れ
祀
た
す
け
あ
い
OOODODDDOD

の
協
同
意
識
＿

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

□

日
日
ロ
ロ
ロ
ロ
と
か
社
会
的
叩

111

ニ
ニ
―
%

一
社
会
福
祉
施
設
団
体
四
七
、

0
三
％
運
動
経
費
そ
の
連
帯
観
と
か
云
れ
る
意
識
高
揚
の
意
味
も
持
つ
も
の

i

血
他
一

0
、
四
七
％
の
配
分
計
画
で
、
各
町
村
に
も
目
で
す
か
ら
、
こ
の
運
動
を
通
し
各
自
の
持
つ
此
れ
が

11

＿
 

標
額
が
設
定
さ
れ
本
村
で
も
各
部
落
の
目
標
額
も
決
意
識
の
表
れ
と
し
て
、
優
秀
な
る
成
果
を
得
ら
れ
る
血

111

定
し
て
、
各
係
の
者
が
各
戸
に
伺
い
御
協
力
を
御
願
よ
う
御
協
力
方
御
願
い
致
し
革
す
。

＿
 

・
村

玉

、
す
る
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

一

募

金

の

方

法

に

も

「

戸

別

募

金

」

「

街

頭

募

金

」

「

大

玉

川

村

社

会

福

祉

協

諮

会

i

叩
口
法
人
募
金
」
等
色
々
な
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
本
福
島
県
共
同
募
金
会
石
川
支
会
玉
川
分
会
血

l
 9
1
-＝-．
l-―― ...... l-，-’l-，
n.1-’_＿＿＿＿

-I-＝＝＝
-_-I-＿＿＿＿_＿
1
-＿＿_＿_＿ 
.. 霞

.u-＿＿_―
-I-＝＝＝-＿＿璽

．．
． 
瓢――-＝＝-＿

1
-＿＿＿_＿
-
1
-＿＿＿＿＿＿
1-n-＿＿
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(3) 昭和 41年 11月1日 広 報 た ま一
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機
会
に
御
願
い
申
し
上
げ

昭

和

あ

ら

ま

し

ま

す

。

建

設

課

40
年
度
決
算
の

、

農
作
物
の
被
害
に
つ
い

和
四

0
年

度

に

我

が

村

の

に

使

わ

れ

た

か

、

そ

の

結

果

ぶ

と
ま
り
、
去
る
一
ー
月
二

O
T

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

5

て
は
竜
綺
、
中
地
区
の
水

2
5

•

田
の
冠
水
約
五0
ヘ・・
ク
タ

5
 

ー
ル
を
始
め
そ
の
他
の
地

5
 

税
＇

2
 

区
の
冠
水
、
流
失
、
土
砂

康

険
健
保
＼
＼
屯
ー

流
入
等
併
せ
て
一
五

0
へ

ー
外
に
県
自
体
で
管
理
す
る
ク
ク
ー
ル
被
害
額
一
、
五

河
川
及
道
路
に
つ
い
て
も

0
0万
円
を
越
し
た
。
今

相
当
の
被
害
額
で
あ
る
事
度
の
台
風
は
時
期
的
に
遅

ロ

を
御
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
れ
た
た
め
本
村
の
主
要
農

こ
の
様
に
災
害
は
昭
和
産
物
で
あ
る
水
稲
の
被
害

三
十
六
年
の
災
害
と
忘
れ
が
比
較
的
に
少
な
か
っ
た

こ
と
は
、

9

,

 

．． 
,

．

,

 

不
幸
中
の

幸
と
云
い

る
で
し
ょ

う
。
な
お

主
な
農
産

物
の
被
害

に
つ
い
て

は
次
の
と

お
り
と
な

九
月
二
四
ー
ニ
五
日
の

台
風
二
六
号
の
通
過
に
よ

り
豊
作
物
及
公
共
施
設
の

被
害
は
実
に
大
な
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
こ

4

に

公
共
土
木
施
設
及
農
業
用

施
設
等
村
行
政
に
て
災
害

の
復
旧
事
業
を
実
施
し
て

参
り
ま
す
処
に
つ
い
て
申

上
げ
て
見
た
い
と
思
い
ま

す。
本
台
風
の
被
宿
状
況
を

見
ま
す
時
平
地
部
よ
り
山

間
部
特
に
阿
武
隈
山
系
の

降
雨
量
が
非
常
に
多
く
従

っ
て
東
部
地
区
の
被
害
が

多
発
し
て
居
り
ま
す
。

処
で
災
害
の
復
旧
工
事

に
つ
い
て
国
の
補
助
事
業

と
し
て
採
上
げ
ら
れ
ま
す

処
は
一
個
所
の
工
事
費
が

拾
万
円
以
上
と
な
っ
て
居

り
ま
す
の
で
少
さ
な
災
害

に
つ
き
ま
し
て
は
村
民
各

位
の
御
協
力
に
よ
り
、
道

路
の
受
護
作
業
等
に
よ
り

ま
し
て
復
旧
計
画
を
樹
て

た
い
考
い
で
す
。
村
内
の

補
助
事
業
と
し
て
申
請
す

る
個
所
に
つ
い
て
は
調
査

を
終
り
設
計
を
急
い
で
居

る
次
第
で
す
が
、
公
共
土

木
施
設
（
村
道
と
し
て
認

定
の
道
路
）
二
六
ケ
所
で

七
百
万
円
、
農
業
用
施
設

（
農
道
、
井
北
水
路
）
八

か
け
た
頃
に
や
っ
ば
参
り

ま
す
の
で
、
被
害
個
所
の

報
告
は
役
場
と
し
て
調
査

を
細
か
く
進
め
る
心
算
に

て
も
目
の
、
届
か
ぬ
個
所
が

出
て
来
て
迷
惑
を
掛
け
る

事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今

後
災
害
が
発
生
し
た
場
合

各
区
長
さ
ん
通
し
て
役
場

に
速
報
下
さ
る
様
今
次
の

c 北須釜八木田川森殿附近水
田冠水
c 阿武隈川藤壇堤防の欠潰

石
川
地
方
森
林
組
合
玉

川
地
区
の
連
絡
員
惣
代
）

に
次
の
二
十
四
名
の
方
が

選
任
さ
れ
主
し
た
の
で
御

知
ら
せ
し
ま
す
。

川

辺

地

区

9

辻

勝

源

鈴

木

代

三

郎

蒜

生

地

区

曲

山

小

高

地

区

伝

治

関

根

溝

．井

車

田

高

原
地

区

小

針

岩
法
寺
地
区

大

竹

大

竹

竜

崎

地

区

中

玉
川
地
区
の
森
林
組
合

連
絡
員
が
決
り
ま
し
た

つ

こ果そ雑陸水 て
合ん 作お
に 物り
計ゃ 名ま
＜樹莱穀稲稲 す

゜
被
害
面
積

一
五

O
h
a

五
六
三
五
八
〇
ニ
四
―
ニ

三
五
七

代正

次雄

広 敬清一要

司雄郎治

被

害

額

一
五
、
六
一
四
千
円

二
、
三
ニ
―
千
円

四
六
二
千
円

四
、
一
四
七
千
円

一
、
四
一

0
千
円

一
、
八
五
八
千
円

二
五
、
八
―
二
千
円

産

業

課

草小斎

野針藤

亀康泰

雄敬三

部
異
動

三

吉

岡

部

南
須
釜
地
区

大

野
飯

島

塩

沢

瀬

谷
大

野

北
須
釜
地
区

草

野

茂

吉

渡

辺

源

二

野

口

庄

之

返

吉

地

区森

清

利

大

和

田

一

山
小
屋
地
区

石

森

定

男

四

辻

地

区

石

井

嘉

一

尚
玉
川
地
区
の
連
絡
日

は
毎
月
七
日
、
十
七
日
、

二
十
七
日
と
な
り
職
員
が

出
勤
し
ま
す
の
で
造
林
伐

採
等
森
林
関
係
の
相
談
は

当
日
を
御
利
用
下
さ
い
。

i
-
＿＿＿

i
=―――――-＝＝
-9-＿＿―
-9-＿＿-＝＝――
-l-―――
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-9-＿＿
_-9-『

1116
日
よ
り
火
炎
予
防
運
動
週
間
一ー`

呵

2
1

火
の
元
に
気
を
つ
け
ま
し
よ
う
，

刃
昌
■

――
__ ＿
ヽ
・
＿
―
―
―
―
―
―
―
―

-
9
-
＝
―
―-
9
-
―
―
-
＝
-
-
m
•
“
l
=
-

―
―j
-
＝
-
―
―
―
―
―
―

-
9
-
＿
＿
＿-
9

庁
内
職
務
分
担
一

農
業
構
造
改
善
事
業
に
要
か
ら
今
後
の
農
構
事
業

つ
い
て
は
現
在
ま
で
建
設
の
測
量
、
設
計
、
事
業
計

課
に
お
い
て
測
量
、
設
計
画
、
指
導
等
に
つ
い
て
は

事
務
を
進
め
て
参
り
ま
し
産
業
課
に
お
い
て
行
う
こ

た
が
い
よ
／
＼
＼
工
事
実
施
と
4

な
り
、
去
る
十
月
二

の
段
階
と
な
り
農
構
事
業
十
H
で
次
の
と
お
り
職
員

の
目
的
で
あ
る
経
営
改
善
の
一
部
異
動
を
行
い
ま
し

の
指
導
を
併
せ
て
行
う
必
た
。

産
業
課
長
補
佐
（
建
設
課
長
補
佐
）

産
業
課
主
事
（
健
設
課
主
事
）

建

設

課

雇

（

産

業

課

雇

）

直 経虎勝

美誠雄重二

角泰

一人
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ま ；か ゎ 第12号 (4) 

◎
昭
和
四
十
二
年
用
「
年

賀
は
が
き
」
が
発
売
さ

れ
ま
す
。

一
、
発
売
日
十
一
月
十

H
 

一

、

種

類

八

円

（

寄

附
金
つ
き
）
七
円

一
、
区
内
発
売
数

三
二
、

0
0
0
枚

一
、
年
賀
特
別
取
扱
十

二
月
十
五
日
か
ら
二
十

三
日
ま
で

お
買
い
も
ら
し
の
な
い

よ
う
御
求
め
下
さ
い
。

◎
人
類
の
敵
ガ
ン
征
圧
に

御
協
力
下
さ
い
。

郵
政
省
で
は
ガ
ソ
征
圧

運
動
の
1

環
と
し
て
寄

叫
叩
金
つ
き
ガ
ン
征
圧
切

手
を
十
月
二
十
日
か
ら

十
二
月
二
十
日
ま
で
発

売
し
て
お
り
ま
す
。

と＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝――-＝==＝Il-=＝＝＝-l=＝-―-＝＝=――-＝-―-=＝I―-＝-＝=＝＝I=＝＝＝―-===＝＝==＝=＝＝＝＝＝l==-=＝＝＝＝l=-＝＝=＝l-＝＝＝ll==＝＝＝
10

゜

レ
ト
包

皿
，
、
北
海
道
の
方

。

溝

井

一

郎

I

ま
ば
ら

一
両
側
を
歩
む
人
々
疎
に
て
バ
ス
走
ら
す
る
並

呻
木
道
路
を

き

叩
並
木
樹
の
一
本
一
本
距
離
定
め
て
整
然
た
り
叩

呻
，
、
し
札
幌
の
街

皿

い

ち

ょ

う

じ

よ

う

ざ

ん

け

ぃ

"

一
銀
杏
並
木
ア
カ
シ
ャ
並
木
通
り
過
ぎ
定
山
渓
一

血
に
バ
ス
は
変
れ
り

皿
行
け
ど
行
け
ど
続
く
青
田
の
限
り
な
し
農
家
皿

皿
ま
ば
ら
な
り
旭
川
平
野

こ
ナ
1
,
v
 

〗
限
り
な
く
続
く
青
田
を
汽
車
走
る
丈
の
短
か
．
．
皿

4

わ

せ

-
き
早
稲
の
穂
ば
ら
み

出＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝――――
-W-
＝菩呈―l=.ニ
-I===＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝-＝＝＝=＝＝＝-＝==―-＝＝=―――-＝-=＝＝=＝-=＝＝
m

四
十
一
年
度
県
単
独
補

助
事
業
と
し
て
計
画
し
て

あ
り
ま
し
た
岩
法
寺
上
竹

地
区
の
水
路
（
延
長
四
二

四
米
）
及
山
小
屋
水
溜
地

内
の
林
道
」

0
0米
）
エ

事
の
入
札
を
、
去
る
午
十
月
À
’ ••. 
J
 

十
九
日
指
名
競
争
入
札
の

結
果
、
岩
法
寺
上
竹
水
路

は
中
の
鈴
木
建
設
が
四
六

四、

0
0
0円
で
、
山
小

乎
田
村
蓬
田
中
学
校
庭
で
団
は
野
球
の
部
で
優
勝
し

屋
林
道
は
矢
吹
町
の
高
田
、
'
’
、
,

開
催
さ
れ
、
玉
川
村
青
年
ま
し
た
。

工
業
が
四
九

0
、

0
0
0

円
で
請
負
う
事
に
決
り
ま

：
お
誕
生
お
め
で
と
う

し
た
。

4芍
え

心

戸

胆

書

か

ら

）

、部

石
川
地
方
青
年
団
連
絡
ー
＇
小

協
議
会
主
催
第
十
一
回
球
・
ク

技
大
会
は
十
月
二
十
三
日
岩
法
寺

玉
川
村
青
年
団

野

球

優

勝

岩
法
寺
上
竹
水
路
と

山
小
屋
林
道
の
藩
エ

高落

出

生

児

氏

名

世

帯

主

名

続

柄

大

竹

弘

美

代

三

郎

長

女

瀬

谷

信

子

邦

―

―

―

ク

石

森

公

子

浅

次

孫

至
石
川
駅
前

福島交通三芦停留所

-_-1=＝＝＝＝＝
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1
 
1111111 
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n.,――55:,11 ーー＿一報一

し

ま

す

）

一

川
辺
便
郵
局
よ
り

栖

泉

伶

.
>
ニ
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
●
―
―
―
―
―
-
`
-
¥

＂＿予一

方

秋

峠

す

べ

て

穂

高

の

澄

め

る

器

i

一気一

和

洋

一

せ

’

国
]
国
]
区
」
―
ー
一
，
•

二天一

授
＂
〗
即
町
に
湧
く
秋
雲
翡
を
越
し
き
た
る

'

>
た
＜
み
一

寄
附
金
は
ガ
ソ
の
研
究

＿一の一

＿

手

さ

ば

き

は

飛

騨

の

匠

の

秋

桜

機

関

‘

病

院

等

の

費

用

本

年

度

宰

一

洋

"

皿

色

島

の

影

を

落

せ

し

真

昼

が

な

．

，

二月一

に
充
て
ら
れ
、
社
会
か
裁
の
援
業
も

[

4

-

ら
ガ
ソ
の
脅
威
を
な
く
年
十
二
月
i

一

ぃ

和

一

天

守

閤

物

見

に

秋

を

目

に

て

聰

＜

一

9,＇ー、
1

'.'日`
＇
n，1
1
1
1
1
'
’
u
m
,
5
5
,
＇
11111.11

,＇-＝＝＝＝＿,＇-＝＝＝

m,'-＝＝＝-
I

 

す
る
た
め
に
役
立
ら
れ
四
十
二
年
一
―

ま
で
玉
川
i

一

南

登

記

所

の

い

い

い

を

お

出

し

に

な

須

釜

公

民

紐

一

講

移

転

る
場
合
は
是
非
こ
の
切
さ
れ
ま
す
。

土
地
の
売
買
、
国
土
調
査
り
近
代
的
建
物
の
新
庁
舎

-

'

ヽ

・

バ

農

業

構

造

改

善

事

業

と

（

石

川

町

当

町

三

九

ニ

ノ

手
祢
利
用
し
て
ガ
ソ
征
希
望
者
は
来
る
十
一
月

圧
運
動
に
御
協
力
下
さ
二
十
日
ま
で
に
住
所
、
氏

A
グ

1

一
日
常
私
等
が
御
世
話
に
な
一
電
話
石
川
局
二
四
〇

、
'
名
、
生
年
月
日
明
記
の
上

、
o

っ
て
お
る
「
福
島
地
方
法
四
）
に
移
転
し
た
の
で
御

し

務
局
石
川
出
張
所
」
が
石
知
ら
せ
し
ま
す
。

種
類
七
円
十
三
円
と
公
民
館
事
務
局
へ
申
込
ん

川
町
役
場
前
の
旧
庁
舎
ょ

十
五
円
十
五
円
の
二
種
委
下
さ
い
。
学
級
費
は
月

（
＋
は
寄
附
金
額
を
示
額
五
十
円
で
す
。

、．．．．．．． 
亀{’
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先
月
の
日
誌
よ
り
十
月

9
ヽヽ
ヽヽ
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.. ,
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空
一
一
国
土
調
査
一
筆
調

査

川

辺

地

区

空
宍
村
議
会
協
議
会
、
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村
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叫

気温 11月は、わりあい順

調な秋睛れに恵まれ平年並みか

ゃ入高めだが、中・下旬には低

めの期間がある。 12月は上旬こ

ろ低めのときがあるが、中・下

旬しまわりあい高めの日が多く、

月平均では平年並みか、やと高

めの見込み。

降水量 中旬ころまでは大陸

から張り出す高気圧が、移動性

高気圧におおわれて天気は周期

的に変わるが、下旬には一時冬

型の気圧配置が強まり、会津や

山岳ではしぐれやすい。月の総

雨量は平年並みか少なめ 012月
は月初めに一時冬型が強まるが

その後はあまり長続きせず、下

旬頃は2回位気圧の谷が通過す

るので天気はくづれる時期があ

る。




